
2023年度　高度自動車科４年シラバス

区分 科目名 コード 開講時期 時限数 実務経験 ページ

学科 マーケティングⅡ 243101 ４年通年 8 秀嶋 孝嘉祐 二藤 直哉 山原 克之 佐藤 友一 1

学科 マネジメント 243102 ４年通年 6 秀嶋 孝嘉祐 二藤 直哉 山原 克之 佐藤 友一 2

学科 自動車概論Ⅰ 243103 ４年通年 109 秀嶋 孝嘉祐 二藤 直哉 山原 克之 佐藤 友一 3

学科 自動車概論Ⅱ 242102 ４年後期 82 秀嶋 孝嘉祐 二藤 直哉 山原 克之 佐藤 友一 4

体験実習 インターンシップ 241405 ４年前期 129.43 有 5

評価実習 車両点検整備 241401 ４年前期 29 秀嶋 孝嘉祐 佐藤 友一 6

評価実習 総合演習Ⅰ 241403 ４年前期 22 秀嶋 孝嘉祐 佐藤 友一 7

評価実習 高度故障診断Ⅰ 241404 ４年前期 43 山原 克之 二藤 直哉 8

評価実習 高度故障診断Ⅱ 241406 ４年前期 36 山原 克之 二藤 直哉 9

評価実習 研究演習 243402 ４年通年 82 秀嶋 孝嘉祐 二藤 直哉 山原 克之 佐藤 友一 10

評価実習 トヨタ技術Ⅲ 243403 ４年通年 50 秀嶋 孝嘉祐 二藤 直哉 山原 克之 佐藤 友一 11

評価実習 総合演習Ⅱ 243404 ４年通年 88 秀嶋 孝嘉祐 二藤 直哉 山原 克之 佐藤 友一 12

教養 海外マーケティング 243306 ４年後期 31 秀嶋 孝嘉祐 二藤 直哉 山原 克之 佐藤 友一 13

【１時限：90分】

担当教員

内定先企業担当者



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】
・マーケティングの基礎理論を習得した上で、戦略的な思考を身につけ実践する
・サービス現場におけるＣＳ向上への取り組みを調査し、その実態を体験する

【授業計画】

【成績評価方法・基準】
・研究調査報告書等評価 ―　CS活動調査のレポート・発表を評価する
　（１００％） ＜ポイント＞　・インターンシップ研修先での調査が的確に行われているか

　　　・分かりやすく説得力のある内容か
―　海外マーケティングレポートを評価する

【提出日】
・ＣＳ活動調査レポート 9月15日（水）　17：00まで

【履修に当たっての留意事項】
・ＣＳのレポートは店舗のマーケティングを分析し、 ＣＳ向上に向けての取り組みをまとめること

【教科書・教材】
・必要な資料は配布します

1

学科

科目名 担当教員

マーケティングⅡ 243101 4年通年 8時限

　　 外部講師

秀嶋　孝嘉祐    山原　克之

佐藤　友一      二藤　直哉

・基礎理論を踏まえた上で、マーケティングの実態を知り、経営の戦略的な思考を修得する

テーマ 授業内容

ＣＳ活動調査まとめ

回

1
インターンシップ研修先で調査した「お客様満足への企業の取り組みに
ついての報告書作成」及びプレゼン発表準備CS活動説明

海外マーケティング調査レポートまとめ海外マーケティング調査まとめ

企業の顧客戦略（ＳＷＯＴ分析、セグメンテーション、ポジショニング）
企業の顧客戦略（チェーン、ロイヤリティ、購買プロセス）
ＣＳ活動調査レポートまとめ

2,3

7,8

4～6 ＣＳ活動調査発表 CS活動調査結果のプレゼンテーション



コード 開講時期 時限数 実務経験

トヨタ自動車（株）

【授業の目的】

【修得目標】
・自分自身のマネジメントの方法を学ぶ

（１）自分の習慣について
（２）重点取り組み事項の計画・立案

・チームマネジメントの基礎を学ぶ
（１）人と人との『関係』に関わること（話し方の基本とコミュニケーション技術等）
（２）マズローの5段階欲求

・企業におけるマネジメントの基礎を学ぶ

【授業計画】

【成績評価方法・基準】
―　「トヨタの品質改善マネジメント」の受講レポートを評価する

　（１００％）

【提出日】
・「トヨタの品質改善マネジメント」授業レポート 受講日翌日のSHRにて提出

【教科書・教材】
・必要な資料は配布します

2

・社会人として必要である仕事の基本、常識、話法、コミュニケーション技術や幹部候補生としての自己管理、
　業務推進能力を身に付ける

授業内容

学科

科目名 担当教員

マネジメント 243102 4年通年 4時限

テーマ回

　　 山口　裕行

秀嶋　孝嘉祐    山原　克之

佐藤　友一      二藤　直哉

・研究調査報告書等評価

1～2

3～4 市場技術情報と保証業務における品質改善マネジメント

セルフマネジメントするための良い習慣について
（身に付けるべき「選択の力・人格・能力」について）
チームマネジメントの基礎となるコミュニケーションプロセス

トヨタの品質改善
マネジメント

セルフマネジメント基礎
チームマネジメント基礎
重点取り組みシート記入



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】

・１級小型自動車整備士資格に相応しい知識及び技術を修得し、１級教科書の内容を説明できる
・ロールプレイを中心に、口述試験に必要な知識、話法を修得し、説明できる

【授業計画】

【成績評価方法・基準】

・学科試験 ―　１級小型自動車整備士資格レベルの知識を評価する
　（１００％） ＜ポイント＞ ・国家１級自動車整備士　筆記試験レベルの問題を理解しているか（50点）

・国家１級自動車整備士　口述試験レベルの問題を理解しているか（50点）

【履修に当たっての留意事項】

・電子計算機、タイマーを各自準備しておくこと

【教科書・教材】

・１級自動車整備士 エンジン電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・１級自動車整備士 シャシ電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・１級自動車整備士 総合診断・環境保全・安全管理 日本自動車整備振興会連合会
・１級自動車整備士 自動車新技術 日本自動車整備振興会連合会
・法令教本 公論出版
・１級小型自動車整備士　練習問題集
・その他、２級教科書、技術ステップなど必要と思われる教科書

3

評価試験

１級筆記・口述対策

11

106,107

108,109

12～105

JAMCA口述試験

　  ・教育実習を通じ、技術の本質を見極める思考力、及び聞き手に伝える表現力を身に付ける
　  ・多頻度作業を通じ、安全作業と効率よい作業技術を身に付ける

回

1
（導入）

2～9
（導入）

10

テーマ 授業内容

１級教科書読み込み、過去問題、模擬試験
ロールプレイを通した口述試験対策

JAMCA筆記試験評価試験

３年生に対する導入授業を実施
無料点検、プロケア点検、多頻度作業の復習を実施

１級小型自動車整備士　筆記模擬試験を実施し、
自己の実力および進捗状況を確認する

実力試験３回目
１級小型自動車整備士　筆記模擬試験を実施し、
自己の実力および進捗状況を確認する

１級小型自動車整備士　筆記模擬試験を実施し、
自己の実力および進捗状況を確認する

実力試験1回目

・教育実習
・点検整備作業

実力試験２回目

・総合力の向上（自動車業界でリードできる幅広い知識、見識及び積極性）

    ・復習授業を通じ、３年次までの知識の確認を行うことにより、より深く理解する

学科

科目名 担当教員

自動車概論Ⅰ 242101 4年通年 109時限
　秀嶋　孝嘉祐　　山原　克之
　佐藤　友一       二藤　直哉



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】
・１級小型自動車整備士資格を取得するために必要な能力を自己認識し、教科書の内容を説明できる

【授業計画】

【成績評価方法・基準】
・学科試験 ―　国家１級自動車整備士資格レベルの知識を評価する
　（１００％） ＜ポイント＞　国家１級自動車整備士　筆記試験レベルの問題を理解しているか

【履修に当たっての留意事項】
・電卓、タイマーを各自準備しておくこと

【教科書・教材】
・１級自動車整備士 エンジン電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・１級自動車整備士 シャシ電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・１級自動車整備士 総合診断・環境保全・安全管理 日本自動車整備振興会連合会
・１級自動車整備士 自動車新技術 日本自動車整備振興会連合会
・法令教本 公論出版
・１級小型自動車整備士　練習問題集
・その他、２級教科書、技術ステップなど必要と思われる教科書

・総合力の向上（自動車業界でリードできる幅広い知識、見識及び積極性）

テーマ 授業内容

1～83

85時限
学科

科目名 担当教員

自動車概論Ⅱ 242102 4年後期

回

　秀嶋　孝嘉祐　　山原　克之
　佐藤　友一        二藤　直哉

84,85

１級筆記対策
・１級教科書読み込み
・過去問題、模擬試験

4

評価試験 卒業認定試験



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】
・技術教育・業務教育で修得した知識・技能を体験実習において実践し実務と結びつける
・サービスエンジニアとしての必要な素養を学び、個別課題に取り組み知識・技能を向上させる

【授業計画】

【成績評価方法・基準】

・トヨタ業務検定Ｄ級 ―　研修時のトヨタ業務認定Ｄ級チェック（「インターンシップ評価表」）を評価する

　（６０％）

―　「インターンシップ決意文」「日報」「企業アンケート学生評価」「お礼状」等を評価する
　（４０％） ＜ポイント＞　自己の能力を向上させる為の取り組み姿勢があるか

【履修に当たっての留意事項】

・内定先企業の認証工場（又は指定工場）で研修を受けられない学生は、他の企業で研修を受ける
・インターンシップ中は毎日、体験記録簿と日報を記入し、受入れ担当者の指示を仰ぐこと
　　　（体験実習記録簿を学校へ毎週１回報告すること）
・インターンシップ先への交通費・期間中の食費については各自の負担となる
・エンジニアウェア、安全靴、帽子等は各自で用意すること
・インターンシップ終了後、1週間以内にインターンシップ研修店舗に、お礼状はがきを作成し提出すること

【提出日】
決められた期日までに提出すること
・インターンシップ決意文
・インターンシップ研修先へのお礼状はがきのコピーを学校へ提出すること

【服装】
・インターンシップ研修店舗への訪問はスーツ着用（クールビズ可）のこと

5

6
～
126

体験
実習

受付から引渡しまでの業務の流れについて理解し、体験・実施する
部品・保証業務を理解する

担当教員

インターンシップ 241405 4年前期 124.4時限

授業内容

サービスの業務内容（ＳＭＢ業務管理、TECSET、TOUCHの活用）

インターンシップ実施に伴う資料配布、注意事項、連絡先確認等

科目名

・実際の仕事の流れや仕事の進め方、お客様応対などを各企業様で実施させていただくことで、これまでに修得した
　技術・業務知識と実務を結びつける

･技術、業務の課題を明確にし、説明できる

・トヨタ業務認定Ｄ級を取得する

インターシップ研修先に提出する決意文の作成

      外部講師

秀嶋　孝嘉祐    山原　克之

佐藤　友一      二藤　直哉

・研究調査報告書等評価

テーマ

トヨタ販売店の
サービス業務

自動車点検整備

故障原因探求
・一般整備作業
・故障診断作業

総合診断
・業務知識
・部品・保証業務

事前説明

1,2

回

3,4 決意文作成

効率を考えた作業を体験・実施する
故障診断の考え方や手順を理解し、体験・実施する

5

サービスの基本（心構え、挨拶、４Sなど）を体験・実施する
点検整備や多頻度定型作業を体験・実施する



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】
・

（２）点検整備記録簿を正しく記入できる

【授業計画】

【成績評価方法・基準】
・修得試験 ―　車両点検整備の修得度を評価する
　（７０％） ＜ポイント＞ ・１２・２４ヶ月定期点検を基準時間内に実施でき、点検結果から車両状態を説明できるか

・定期点検整備記録簿を正しく記入できるか
・点検、交換の必要性や摩耗・劣化時の現象が理解できたか
・法規、点検の必要性を理解しているか

・平常評価 ―　車検点検整備の修得度を実習チェックにて評価する
　（３０％） ＜ポイント＞ ・点検を基準時間内に実施でき、点検結果から車両状態を説明できるか

・定期点検整備記録簿を正しく記入できるか
・点検、交換の必要性や摩耗・劣化時の現象が理解できたか
・法規、点検の必要性を理解しているか
・明確でポイントを得た作業要領、効率の良い点検手順が実施できるか

【教科書・教材】
・
・

【履修に当たっての留意事項】

6

・技術力および整備技能向上に必要な能力を早期に確認し、自ら計画的に知識・技能・技術を向上させる

評価
実習

科目名 担当教員

車両点検整備 241401 4年前期 29時限
佐藤　友一

二藤　直哉

7～12
（2節）

２４か月点検概要、記録簿

２４か月点検の点検方法
記録簿の記入の仕方
正確な点検整備の進め方
効率を考えた点検整備の進め方
実技チェック

インターンシップまでに
（１）２４か月点検が基準時間内に実施できる

（３）点検や交換の必要性、不具合現象の発生理由が説明できる

回 テーマ 授業内容

法令教本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 公論出版

・実習チェックについては担当教員に従うこと

1～6
（1節）

２４か月点検概要、記録簿

２４か月点検の点検方法
記録簿の記入の仕方
正確な点検整備の進め方
効率を考えた点検整備の進め方

作業要領説明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　トヨタ自動車サービス部

点検整備に付随する多頻度作業
ＦＦ車、ＦＲ車、ＨＶ車、ＡＴ車、ＭＴ車など　車種ごとの作業を確認

19,20 評価 修得試験

多頻度作業、車種別作業
21～
29

（3節）

13～
18

全体開放　実技チェック ２４か月点検、車両取り扱い、納車準備、定期点検、診断等の作業を習熟する



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】

【授業計画】

【成績評価方法・基準】

・修得試験 ―　エンジン電子制御装置の電気回路、テスタ、オシロスコープ、外部診断機、
　（１００％） 　 　アクチュエータについて、知識・技術力を評価する

＜ポイント＞ ・1級小型自動車整備士資格レベルの内容を理解しているか
・原理、構造、作動、回路の理解と故障診断技術を習得するよう教科書を読み込むこと

【教科書・教材】
・ １級自動車整備士 エンジン電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・ トヨタサービス技術テキスト　導入教育編 トヨタ自動車サービス部

・１級小型自動車整備士　練習問題集

【履修に当たっての留意事項】

7

・技術力向上（1級小型自動車整備士）に必要な能力を早期に確認し、自ら計画的に知識・技能・技術を向上させる

担当教員

総合演習Ⅰ 241403
評価
実習

科目名

4年前期 18時限
佐藤　友一

二藤　直哉

テーマ 授業内容

・レポートは決められた期日までに提出すること

・１級小型自動車整備士資格を取得するために必要な能力を自己認識する

・１級小型自動車整備士資格に相応しい知識及び技術を修得する

3～8 ・電気回路、テスタ、オシロスコープ、外部診断機の使用について

回

評価 修得試験18

エンジン電子制御装置

1,2 基礎計算 1級小型自動車整備士資格に必要な計算問題

9～17 エンジン電子制御装置 ・リニア駆動アクチュエータについて



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】
・１級教科書に記載されている故障診断分野の装置や電気回路について説明ができる

【授業計画】

【成績評価方法・基準】
・修得試験 ―　故障診断の技術力を評価する
　（７０％） ＜ポイント＞ ・センサ、アクチュエータの作動電圧、電気信号、異常検知の仕組みを理解しているか

・故障探究を基準時間内に実施でき、点検結果から車両状態を判定できるか

・平常評価
　（３０％） ―　レポート内容、授業態度を評価する

＜ポイント＞ 【故障診断】
・測定、実施した内容についての補足説明、解説内容が詳しく書けているか
・前点検内容（抜け･漏れのない現象確認・外部診断機の活用）が書けているか
・絞り込み（ご用命との整合性確認･不具合系統に絞り込む理由）が書けているか
・知識・説明力（点検内容・点検結果からの判断理由）が書けているか
【問題集】
・教科書を読み込み、問題文の間違い箇所を訂正できているか

【教科書・教材】
・ １級自動車整備士 エンジン電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・ １級自動車整備士 シャシ電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・ １級自動車整備士 自動車新技術 日本自動車整備振興会連合会
・ トヨタサービス技術テキスト　２ステップ、３ステップ トヨタ自動車サービス部
・ １級小型自動車整備士　練習問題集 公論出版

【履修に当たっての留意事項】

8

評価
実習

科目名 担当教員

高度故障診断Ⅰ 241404 4年前期 42時限
　秀嶋　孝嘉祐

山原　克之

・技術を習熟させ、知識も拡充することにより、故障診断を効率良く行い、整備技術を向上させる

41,42 評価 修得試験

復習授業

授業内容

・現象に対して論理的に系統立てた診断力を身に付け故障診断ができる
・電子技術マニュアル、外部診断機の活用方法を習得し、故障診断ができる

回 テーマ

1～12
（1節）

ABSの高度故障診断

TCCSの高度故障診断

車輪速センサ、ストップランプスイッチ、パーキングブレーキスイッチの作動と電位
ABSポンプ回路、アクチュエータ回路の制御と異常検知

エンジン電子制御の異常検知と故障診断

修理書、配線図、解説書から車両データの読み取り

・レポートは節の最終日の翌朝に提出すること

35～40 授業内容の総復習

車両による空調装置の確認
冷媒抜き取り、充てん作業
A/C回路の制御と異常検知

29～
34

(3節)

A/Cの高度故障診断

電子技術マニュアルの活用

A/C装置の異常検知と故障診断

13～
28

（2節）
A/Cの高度故障診断



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】
・技術を習熟させ、知識も拡充することにより、故障診断をより効率良く行い、整備技術を向上させる

【修得目標】
・１級教科書に記載されている故障診断分野の装置や電気回路について説明ができる

【授業計画】

【成績評価方法・基準】

・修得試験 ―　故障診断の技術力を評価する
　（７０％） ＜ポイント＞ ・センサ、アクチュエータの作動電圧、電気信号、異常検知の仕組みを理解しているか

・故障探究を基準時間内に実施でき、点検結果から車両状態を判定できるか

・平常評価
　（３０％） ―　レポート内容、授業態度を評価する

＜ポイント＞ 【故障診断】
・測定、実施した内容についての補足説明、解説内容が詳しく書けているか
・前点検内容（抜け･漏れのない現象確認・外部診断機の活用）が書けているか
・絞り込み（ご用命との整合性確認･不具合系統に絞り込む理由）が書けているか
・知識・説明力（点検内容・点検結果からの判断理由）が書けているか
【問題集】
・教科書を読み込み、問題文の間違い箇所を訂正できているか

【教科書・教材】
・ １級自動車整備士 シャシ電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・ トヨタサービス技術テキスト　２ステップ、３ステップ トヨタ自動車サービス部
・ １級小型自動車整備士　練習問題集 公論出版

【履修に当たっての留意事項】
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・現象に対して論理的に系統立てた診断力を身に付け故障診断ができる

評価
実習

科目名 担当教員

高度故障診断Ⅱ 242405 4年後期 32時限
　秀嶋　孝嘉祐

山原　克之

回 テーマ 授業内容

1～12
(1節)

13～
24

(2節)

25～
30

復習授業

ATの高度故障診断

空燃比制御の高度故障診
断

・レポートは 決められた期日までに提出すること

授業内容の総復習

31,32 評価 修得試験

シフトポジションセンサ、変速パターン選択スイッチ、ソレノイドバルブの作動と電位
各種制御と各種信号系統の異常検知、フェイルセーフ

空燃比フィードバック制御の作動とデータ測定

EPSの高度故障診断

空燃比制御の高度故障診
断

トルクセンサ、モード切り替えスイッチ、EPSモータの作動と電位
各種制御と各種信号系統の異常検知、フェイルセーフ

ベンチエンジンを活用した空燃比制御の故障診断



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】
・自ら課題を発見する力、探究する力、解決する力、考えを表現する力を養い実践できる
・リーダーシップ、チーム（組織）での役割を認識し、成果を最大にする

【授業計画】
授業進行は、チーム毎に検証計画を立案し実行する

・研究の実施
　⇒設定したテーマに対し結論が導き出せるよう研究方法、内容を
　 　考え、計画的に研究を実施する。
　⇒テーマ設定から研究調査レポート・発表までの流れは、１人の教員
　　　の指示のもと実施する

参考例） ・ＴＣＣＳの総合理解 ・TSS
・冷却装置の性能 ・駆動装置
･潤滑装置の性能 ・制動装置
・吸気装置の性能 ・ＥＰＳ関係
・排気装置の性能 ・ＣＶＴ関係
・ステアリング振動 ・HVシステム
・動弁機構関係（ＶＶＴ，可変吸気システム等）
･筒内噴射式ガソリンエンジン（成層，ストイキＤ－４）
・排ガス浄化装置（「★★★」マーク有りと無し）
・点検作業の効率的な進め方
・定期交換部品油脂類の劣化のメカニズム

【成績評価方法・基準】
―　研究調査レポート内容及びプレゼンテーション内容を評価する

　（７０％） ＜ポイント＞ ・設定した目的に対して解決に向けた方法・結果・考察が充実しているか
・文章表現力（読み手のわかりやすさ）、自分の意見・主張を述べているか
・聞き手が分かりやすいプレゼンテーションが行えたか

・平常評価 ―　取り組み姿勢を評価する
　（３０％） ＜ポイント＞ ・自ら研究に向けて計画・行動したか

・自動車に関する興味や知識、技術をさらに深め、視野を広げる努力をしたか

【履修に当たっての留意事項】
・４年教材以外の教材については、「教材使用許可書」に記入の上、使用すること

【提出日】
・研究調査レポート 決められた期日までに提出すること
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・自動車に関する興味や知識、技術をさらに深め、視野を広げる

評価
実習

科目名 担当教員

研究演習 243402 4年通年 89時限

・チームでテーマを選択し、「課題を発見し探求・解決する力」と「考えを表現する力」を育みながら、自動車に関する
　興味や技術・整備技能をさらに深める

テーマ設定、計画立案

・理論
・研究内容、方法
・結果、考察
・結論

研究調査レポート、プレゼンまとめ

　秀嶋　孝嘉祐　　山原　克之
　佐藤　友一        二藤　直哉

・研究調査報告書等評価

研究調査レポートまとめ、プレゼン作成
⇒この期間で教員とのやり取りを通したﾚﾎﾟｰﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝの改善を行う

プレゼン発表 学内、学外の聴講者に対し、プレゼンテーションと展示発表を行う

7～61

62～
81

82～
89

チームでテーマを設定し、その内容について検証を行い論文作成、プレゼンテー
ションを行う

回 授業内容

1～6

工程



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】
・技術力および整備技能向上に必要な能力を早期に確認し、自ら計画的に知識・技能・技術を身に付ける

【修得目標】
・トヨタサービス技術検定２級資格を取得する

【授業計画】

【成績評価方法・基準】

―　トヨタ技術検定２級内容を評価する
　（7０％）

―　トヨタ検定２級の修得度を実習チェックにて評価する

【教科書・教材】
・ トヨタサービス技術テキスト　導入教育編 トヨタ自動車サービス部
・ トヨタサービス技術テキスト　１～３ステップ トヨタ自動車サービス部
・ チャレンジノート　３ステップ トヨタ自動車サービス部

【履修に当たっての留意事項】

・トヨタ技術検定２級試験日は変更になる可能性がある

11

テーマ 授業内容

評価
実習

科目名 担当教員

トヨタ技術Ⅲ 242401 4年前期 45時限

回

・平常評価
　（3０％）

　秀嶋　孝嘉祐　　山原　克之
　佐藤　友一        二藤　直哉

1～40

・トヨタ技術検定２級試験　

トヨタ技術検定２級
セクション３・４・５・６

灯火パネル診断、定期点検技術の作業内容確認及び、反復練習を行う
トヨタ技術検定２級の基礎知識（３ステップ学科内容）の習得

ｴﾝｼﾞﾝ本体計測
ｴﾝｼﾞﾝ電子制御技術
電気回路　定期点検
学科内容全般

習得チェックの結果をもとに、習得目標をクリアできるよう反復練習を行う
必要な知識・技術の向上を目指し教員チェックを行う

トヨタ技術検定２級資格試験
評価②

トヨタ技術検定２級資格試験

ｴﾝｼﾞﾝ本体計測
ｴﾝｼﾞﾝ電子制御技術
電気回路　定期点検
学科内容全般

全体説明 習得目標（トヨタ技術検定２級に求められる技術力）の理解

各セクションの習得チェックを行い、修得レベルアップを図る
必要な知識・技術の向上を目指し教員チェックを行う
又、チャレンジノートをもとに復習を行い、知識の習得レベルを上げる

トヨタ技術検定２級
セクション１・２・５・６

エンジン計測技能、エンジン電子制御診断の作業内容確認及び、反復練習を行う
トヨタ技術検定２級の基礎知識（３ステップ学科内容）の習得



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】
・１級小型自動車整備士資格を取得するために必要な能力を自己認識し修得する
・１級教科書の理解を中心に筆記試験に必要な知識を修得し、説明できる

【授業計画】

【成績評価方法・基準】

・修得試験 ―　１級小型自動車整備士資格の知識・技術力を筆記試験で評価する
　（１００％）

【教科書・教材】

・１級自動車整備士 エンジン電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・１級自動車整備士 シャシ電子制御装置 日本自動車整備振興会連合会
・１級自動車整備士 総合診断・環境保全・安全管理 公論出版
・１級自動車整備士 自動車新技術 日本自動車整備振興会連合会
・法令教本　 公論出版
・１級小型自動車整備士　練習問題集 公論出版
・その他、２級教科書、技術ステップなど必要と思われる教科書

【履修に当たっての留意事項】

・原理、構造、作動、回路の理解と故障診断技術を習得するよう教科書を読み込むこと
・電卓、タイマーを各自準備しておくこと
・新技術講習はスーツ着用のこと

　秀嶋　孝嘉祐　　山原　克之
　佐藤　友一        二藤　直哉

・技術力向上（１級小型自動車整備士）に必要な能力を早期に確認し、自ら計画的に知識・技能・技術を身に付ける
・開発を担当された方より開発から号口採用に至るまでの講話をして頂き、技術修得の更なる研鑽に繋げる
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1～6 自動車新技術
自動車新技術教科書記載内容について、練習問題集、教材を用いて
確認し、理解を深める

評価
実習

・ロールプレイを中心に、口述試験に必要な知識、話法を修得し、説明できる

回

科目名 担当教員

総合演習Ⅱ 242402 4年通年 65時限

62,63

環境保全・安全管理（2回目）
法令（2回目）

整備事業場の環境保全、安全管理について、練習問題集を用いて理解を深める
道路運送車両法、保安基準について練習問題集を用いて理解を深める

環境保全・安全管理 整備事業場の環境保全、安全管理について、練習問題集を用いて理解を深める

シャシ電子制御装置
シャシ電子制御装置教科書記載内容について、練習問題集、
教材を用いて確認し、理解を深める

エンジン電子制御装置（２回
目）
シャシ電子制御装置（２回目）

新技術講習
TMC新技術講習
TMCより外部講師をお招きして、新機構の講習を行う

エンジン電子制御装置、シャシ電子制御装置教科書記載内容について、
練習問題集、教材を用いて確認し、理解を深める

55～61

49～54

43～48

整備事業場の環境保全、安全管理について、練習問題集を用いて理解を深める

授業内容

法令 道路運送車両法、保安基準について練習問題集を用いて理解を深める

13～18

19～24

31～36

エンジン電子制御装置
エンジン電子制御装置教科書記載内容について、練習問題集、
教材を用いて確認し、理解を深める

テーマ

7～12

64,65

37～42

自動車新技術（2回目）
自動車新技術教科書記載内容について、練習問題集、教材を用いて
確認し、理解を深める

25～30

評価 修得試験

口述試験対策
口述試験内容、習得目標を確認し、模擬問題を学生間で実施する
問診ひな形の習得

環境保全・安全管理



コード 開講時期 時限数 実務経験

【授業の目的】

【修得目標】
・アメリカの自動車業界とアフターサービスの違いを説明できる
・自動車用品の規模・種類・販売方法の違いを説明できる

【授業計画】

【成績評価方法・基準】
―　レポート内容「日本と米国の自動車及び用品ﾏｰｹｯﾄの違いについて」を

評価する
＜ポイント＞　書式 表現力 内容等 提出期限等

【提出日】
・海外研修レポートは11/10（金）17：00までに提出すること

【履修に当たっての留意事項】
・旅行詳細については別途資料を配布（上記内容は変更する場合があります）

【教科書・教材】
・必要な資料は配布します
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ﾛｻﾝｾﾞﾙｽからﾗｽﾍﾞｶﾞｽ移動
　⇒米国のディ-ラー訪問（オートモール・レクサス店）
（自動車販売方法とアフターサービスの違いを知る
米国市場及び米国トヨタの概要説明）

教養

科目名 担当教員

海外マーケティング 242303 4年通年 27時限

・研究調査報告書等評価

ロサンゼルス見学
　⇒トヨタUSAミュージアム　ピータセン自動車博物館　等
（見学先は変更になることもあります）

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽからﾗｽﾍﾞｶﾞｽ移動
　⇒米国のディ-ラー訪問（オートモール・レクサス店）
（自動車販売方法とアフターサービスの違いを知る
米国市場及び米国トヨタの概要説明）

・幅広い見識と、能動的な行動力を身につける

テーマ

　秀嶋　孝嘉祐　　山原　克之
　佐藤　友一        二藤　直哉

回

1〜3

4～27

移動日及び自由行動

授業内容

自由行動
　⇒OPツアー等

移動日（現地朝～移動）

海外研修旅行

海外マーケティング説明 海外研修旅行（海外マーケティング）概要説明


